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一宮市屋内プール整備・運営事業プロポーザル 募集要項等の修正箇所 

 

【2026年９月 30日修正分】 

  

 2026年９月 16日に公表した「一宮市屋内プール整備・運営事業プロポーザル 競争的対話に係る議題及び市からの回答」の内容に基づき、次の事項を修正する。 

 

No. 書類名 頁 記載箇所 項目 2026年５月 27日公募時 修正版 

１ 募集要項 ８ ７ （２） ①  

施設整備に係る対価（サー

ビス対価Ａ－１、サービス

対価Ａ－２） 

支払方法は、サービス対価Ａ－１は、本施設の供用開始年度

から事業期間終了年度まで分割して支払う（四半期毎、四半期

分を後払い）。サービス対価Ａ－２は、本施設の供用開始年度

に一括して支払う。 

支払方法は、サービス対価Ａ－１は、本施設の供用開始年度

から事業期間終了年度まで（20 年間）に均等（金利や諸経費

等を含めた金額）に分割して支払う（四半期毎、四半期分を後

払い）。サービス対価Ａ－２は、本施設の供用開始年度に一括

して支払う。 

２ 要求水準書 11 ６ （３） ② ア プール槽 

・水深は、0.7ｍ～1.3ｍ程度（学校水泳授業の受入時等にプー

ルフロアで調整する方法も可とする。） 

・水深については、一般利用や学校水泳授業の受入時におい

て水深 1.3ｍ程度（1.1ｍ～1.3ｍの間）のレーンと、水深 0.

7ｍ程度（0.6ｍ～0.8ｍの間）レーンを提供できるようにす

ること。水深の確保方法については、プールフロアにより調

整する方法のほか、レーンごとに水深を変更する方法、水深

の異なるプール槽を設置する方法、又は可動床による調整

のいずれの方法も可とする。 

３ 要求水準書 17 ７ （９）   
業務の報告及び設計図書

等の提出 

・提出する設計図書等の提出書類は、市と事業者が事業方式

を考慮して決定する。なお、設計図書に関する著作権は市に

帰属するものとする。 

・提出する設計図書等の提出書類は、市と事業者が事業方式

を考慮して決定する。なお、設計図書に係る著作権は、事業

期間中、本施設の建物を事業者が所有する間は事業者に帰

属するものとする。ただし、事業終了後に市が本施設の建物

を所有する場合には、当該著作権は事業終了時に市へ無償

で移転するものとする。また、事業期間中であっても、市が

本施設を公共施設として供用するために必要な場合には、

市は設計図書を無償で使用できるものとし、事業者はこれ

を許諾するものとする。 

 
 


